
令和５年１１月１０日（金）

島根県松江市中学校教頭会 松江市立美保関中学校 西村 勝美

令和５年度第４３回 中国地区公立学校教頭会研究大会（島根大会）
第３５回 島根県公立小中学校教頭会研究大会（出雲大会）

持続可能な研究・研修の在り方を考える
～主体的に学び続ける教職員チームをめざして～

第５分科会 「教職員の専門性に関する課題」



松江市立美保関中学校の概要
１

海と朝日の美保関学園



松江市立美保関中学校の概要
２

朝マラソン

ふるさと学習「関乃五本松節」 ふるさと学習「ボート」

広い校区のためスクールバスで通学



松江市立美保関中学校の概要
３

■学校教育目標

広い視野と温かい心をもち、主体的に行動できる生徒の育成
～体力、気力、徳力、知力の調和ある生徒の育成～

■経営の重点
（１）自他の人権を尊重する教育の推進

（２）確かな学力を身に付ける教育の推進

（３）心と身体の健康をめざす教育の推進

（４）家庭・地域と連携した教育の推進

■研究主題
課題を解決するための知識・技能・思考力を身に付け

仲間とともに主体的に学ぶ生徒の育成
～主体的な学びを支える課題設定の工夫～

○人権を尊重し、多様性を
認める集団づくり

○主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業づくり



限られた時間の中で効果的に研究・研修を
進めていくための教頭としての役割

提言の主旨
４

主体的に学び続ける意識をチームとして醸
成するための教頭としての役割

中学校の課題
である
教科の壁

新しい教育課題
等に対応する
ための多忙感

学び続け、
高め合う教職
員集団づくり



1年次（実態把握・試行錯誤による実践）

研究の経過（１年次）
５

【課題】
○教職員の協働的な組織づくり（大量異動によ
り行事や活動に見通しが持てないことや一人
あたりの校務分掌の多さ等による多忙感）

○生徒の学力向上と個別の支援

●教頭自身が研修を企画

●外部の関係機関・指導講師等とつなぐ

▲研究体制の構築



●外部の関係機関・指導講師等とつなぐ

研究の経過（１年次）
６

〇校内で解決できそうもないことは、適所に相談
し、連携する。

○コーディネーター

・特別支援教育専任指導主事
の派遣要請

・県教委や市教委との連携
・児童相談所、市役所各課と
の連携

・地域の人材活用（学校運営
協議会、学園教育推進会議、
地域学校協働本部）

・保小中の連携（月１回の保
小中管理職会、小中合同職
員会議等）小中合同学校運営協議会・学園教育推進会議で、

地域で育てたい子ども像を協議



●教頭自身が研修を企画

研究の経過（１年次）
７

〇教職員が求めている情報をピンポイントで、短
時間で提供できる。

・新学習指導要領が求
める評価について

・探究的な「総合的な
学習の時間」とは

・道徳科の授業づくり

・ICT活用について
など

△職員室の担任

道徳授業づくり研修



▲研究体制の構築

研究の経過（１年次）
８

■研究のゴールが共有できていない。

×マネージャー
×ファシリテーター

・一人一研究授業が計画どおり進まない。
（行事等の見通しがもてないための多忙感）

・それぞれの担当教科で研究授業を行うため、
他教科の授業を見に行く意義が見出せない。

・チームとして高め合い、学び続ける意識を醸
成できていない。（人間関係づくり）



２年次（1年次の振り返りに基づく実践）

研究の経過（２年次）
９

①共通のゴールと重点教科の設定

②計画的な研究・研修時間の確保

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授
業改善とICT活用能力の向上を共通のゴールとす
る。

・人権教育の公開授業があることに併せ道徳科を重
点教科とする。

・組織、生活時間の見直し（多忙感の解消）
・研究・研修職員会議の設定
・ミニ研修の実施（職員会議はじめの5～10分）
・県教育委員会指導主事による継続的な訪問指導

③教頭による研修・公開授業の実施

校
長
の
経
営
方
針
の

重
点
を
具
現
化



①共通のゴールと重点教科の設定

取組の実際
10

〇全員が道徳科の授業公開を行う。
・学年部の枠を超えたローテーション道徳
を計画的に実施。

・協議は短時間で。拡大指導案に付箋でコ
メント。

〇ICTをまずは道徳科で使ってみる。
→専門教科の授業への波及。

共通の教科であること、ICT活用が切実
な課題であることから、参観者が増加



①共通のゴールと重点教科の設定

取組の実際
11

アンケートで自分事に タブレットを見せて意見交換

役割演技 参観者が増える



①共通のゴールと重点教科の設定

取組の実際
12

拡大した指導案に、付箋にコメントを書いて掲示



②計画的な研修・研究職員会議の確保

取組の実際
13

〇昨年度まで月１回の定例職員会議しか設定されてお
らず、予定外の研修・研究が入るため負担感が増し
ていた。
→他の行事や活動を精選。年間行事予定に研修・研
究職員会議を入れて、計画的に実施。

〇昨年度の学校評価等に基づく校内組織や生活時程の
改善
→二人担任制の解消
→終礼前読書を朝読書に。（シーズンごとにマラソ
ンと読書を行う)



②計画的な研修・研究職員会議の確保

取組の実際
14 

〇職員会議のはじめの5～10分を使って、全員が１回
ずつ人権ミニ研修を行う。
→以前からの取組で、人権意識の醸成に効果的。

〇小中一貫教育の一環として、小中学校で授業研究会
を実施したり、小学校の授業を中学校の教員が参観
したりする。
→子どもの実態把握と、小学校の学びを知るよい機
会。進んでいる小学校のタブレット活用も刺激に
なっている。

〇県教委の継続的な訪問指導を実施。さらに、教育セ
ンターや市教委から講師を招き、ICT活用について
研修を行う。
→学びを深めることができている。



③教頭による研修・公開授業の実施

取組の実際
15

〇道徳科の公開授業の実施

生き生きとタブレットを操り、教員に使い方を教えてく
れる子どもたちの姿に驚きと感動。

→自分の専門教科でも使えそう！！

タブレットで入力
する方がしっかり
書けているかも！



③教頭による研修・公開授業の実施

取組の実際
16

〇道徳科の公開授業の実施

失敗するロールモデルも“あり”

いろいろトラブルも・・・担任とのTTや子どもに教わって解決



③教頭による研修・公開授業の実施

取組の実際
17 

〇道徳科の公開授業の実施

教員も主体的に！
型にはまらない楽しい道徳
にチャレンジしよう！

動画も活用

意見を全体で共有



●研究部に積極的に関与し、明確なゴール
を共有できるような研究・研修体制の構
築を図る。

成果と今後の課題
18

●教頭自ら、研修や研究授業に参画し、率
先して学び続ける姿勢を示す。（失敗が
むしろ効果的）

ファシリテーターであり
ジェネレーター

（一緒に参加し、盛り上げる）



▲業務改善（学校行事、校務分掌、部活動
の在り方をさらに検討）

成果と今後の課題
19

持続可能な研究・研修で
あるために
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